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京都画廊連合会ニュース

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222-0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723-4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館

　横
よこやま

山華
か

山
ざん

（1781/4～1837）は、江戸時代後期に京都で活躍した
絵師。幼少の頃から曾

そがしょうはく

我蕭白の絵に触れて独学し、岸
がん

駒
く

に入門し
た後、呉

ごしゅん

春に私淑するなど、多くの流派の画法を身につけて絵の
幅を広げた。伝統や形式を重んじる諸画派には属さず、自由な画
風と筆使いで人気を博し、その名声は当時日本中に広がっていっ
た。海外からも早くから評価され、欧米の美術館に優品が多数所
蔵されている。著名な画家を記した番付や、夏目漱石の作品に名前が登場するなど、明治から大正の頃までは世間に知ら

れた存在だった。
　華山は人物画、花鳥画、山水図など幅広い画題に秀いでていたが、なかでも風俗画や祭礼
図は真骨頂で、細やかな描写に目が奪われる。本展では、上下巻あわせて30mにおよぶ晩年
の大作《祇園祭礼図巻》を一挙に公開するほか、ボストン美術館や大英博物館に渡った海外
の作品も里帰りしている。曾我蕭白や弟子たちの作品もあわせた約120点で構成され、華山
の多彩な画業を系統立てて紹介する初めての回顧展である。かつて有名であったにも関わら
ず、忘れ去られてしまった画家の全貌を掘り起こし、その魅力に光を当てている必見の展観
である。

　バロックという言葉は「歪んだ真珠」を意味するポルトガル語に由来すると
されている。古典的な美、調和、バランスを特色とする15～16世紀のルネサン
ス美術に対し、バロック美術は動きのある劇的な構図や光りと影のコントラス
トを通して人間の感情を豊かに表現した。美術や建築、音楽など幅広い分野で
みられ、17世紀のヨーロッパ各地で多彩な展開を遂げた。
　本展は、長野市在住の所蔵家・長坂氏が長年にわたり「伝統的な絵画技法に
よって描かれた正統派のヨーロッパ絵画」を蒐集したコレクションにより、17
世紀のバロック美術と19世紀の近代絵画を中心に58点の油彩画を紹介する。当
時の人々が日々の暮らしの中で愛し、彼らの精神生活を豊かに培ってきた西洋
絵画を通して、ヨーロッパ文化の芳醇な香りを感じて頂ける展覧会である。

と　き／前期：７月２日（火）～７月21日（日）※７/８（月）休館
　　　　後期：７月23日（火）～８月17日（日）※７/29（月）休館
ところ／京都文化博物館　10：00AM～６：00PM
　　　　京都市中京区三条高倉　☎075-222-0888

と　き／７月４日（木）～７月28日（日）10：00AM～８：00PM
ところ／美術館「えき」KYOTO（会期中無休）
　　　　ＪＲ京都駅　ＪＲ京都伊勢丹７階隣接　☎075-352-1111

忘れられた天才絵師

　　　横山華山

長坂コレクション ヨーロッパ絵画展
～バロックから近代へ～

「祇園祭礼図巻」（上巻の部分）　個人蔵

ジョルジュ・ルフェーヴル
「青いストッキングをはいた女流詩人」

1870年頃

「寒山拾得図」
ボストン美術館蔵

（ウィリアム・ビゲローコレクション）

→8/4
→8/25

→8/17

→8/4

→9/8

祇園祭 －山鉾巡行の歴史と文化－
池大雅／洛陽三十三所４

特別展　横山崋山展

第11回 
京都全日本 
水墨画・
俳画・ 

文人画秀作展

「KYOTO～ TOKYO  
ドラード芸術祭」

第90回 
第一美術京都展

第
21
回
京
都
墨
彩
画
壇
展

音楽
会

音楽
会
音楽
会

音楽
会 音楽会 音楽

会
音楽
会
音楽
会

音楽
会
音楽
会
音楽
会
音楽
会

ICOM 京都大会記念展示 
京都学・歴彩館の“お宝”－書く、描く、刷る－
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内　761-4111

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市美術館
左京区岡崎公園内
771-4107

本　館

別 館

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入 　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 美術館「えき」KYOTO
J R京都伊勢丹７F　352-1111

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

貸 アートギャラリー北野
中京区三条河原町東入　221-5397

1F

2F

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 企 アートスペース繁
左京区北白川追分町1-8　080-5711-7431

貸 企 Art Spece MEISEI
中京区寺町竹屋町上ル　744-0122

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総町20-2　492-3083

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→8/8

→8/12
→8/4

→8/4

→8/4

→9/23

→8/25

→8/29

→8/18

（3F） トルコ至宝展　チューリップの宮殿　トプカプの美 コレク
ション
展のみ（4F）没後80年・村上華岳、ボタニカル・ゲーデン：植物スケッチから工藤哲巳まで、世界のガラス工芸、他

特集展示「赤ってじつはどんな色？」（月曜休館）

特集展示「新収品展」（月曜休館）

再整備工事のため、本館閉館中 
（別館のみ開館）

第11回 京都写真倶楽部 
連盟展 第105回 記念光風会 

京都展 
（絵画・工芸）

第54回 
現創会 
書展

第41回 
日本新工芸展

第44回 
2019 
JPS展 
（写真）

第67回 光陽展京都準本展 
（洋画・水彩・染色）

京都二紀展（洋画）
第64回 青塔社展 
（日本画）

独立美術京都 
作家展（洋画）

第29回 日本画 
麦（BAKU）展 第73回

文人展
（美術
総合）第21回 新陶彫京都展

堂本印象　「ほとけを描く　ほとけを愛でる」

これからの日本画を考える・中野弘彦 －無常－
（祝日以外の月曜休館）

パート・
ド・

ヴェール
作品展

松田 重仁展（彫刻） 
浮遊する水・和 日本陶芸美術協会 

選抜展

－心象の一片－
武田 修二郎展（日本画）

諸星 美喜展（日本画） 
－命のカタチ－2019

三世 澤村 陶哉 作陶展 安田 泰三
手吹きガラス展

四代 諏訪 蘇山 展
－季の青瓷・陶器（倣古・創今）－

夏の茶
道具展

無名会 
日本画展 輪島うるし紅札市 掛軸紅札市 鈴木那奈と

写実若手作品展 日本新工芸近畿会選抜展
西
洋
ア
ン

テ
ィ
ー
ク

版画 
セレク
ション

中野麗展 絵画で楽しむ 
京の夏

煤竹
松本均作品展 絵画版画特集

西久松吉雄・綾・友花
日本画・陶芸展

春季特別展（並河七宝への来訪） 休館中

長坂コレクション・ヨーロッパ絵画展 ～バロックから近代へ～

能面・ガラス
アクセサリー展
京都産業大学 
写真部「エモ展」
双樹会展－岡本匡史・山本真也

（月曜休廊）
手作りアート
マルシェ

納涼
団扇

美人画展

貸画廊受付中

S_pace －日本画展－ 
三好温人・幸山ひかり

第八回 祇園祭によせて…扇子展 
（日本画）

福井悠 日本画展 
（29日休廊）

常設展 
（重 達夫・鈴木春生・森田道子・春人さりい・ぐり友里・永谷彰朗）（水曜休廊）貸画廊受付中

内田邦太郎
パート・ド・ベール・ガラス展

木版画常設展（貸画廊受付中）

常設展（浮世絵、新版画など） 

井倉幸太郎 展（青白磁） 
（木曜定休）

 東敬恭 展（ガラス） 
（木曜定休）

洋画／日本画常設展（日祝休廊） 
青木敏郎・伊谷賢蔵・池田遙邨・熊谷守一 他

6/29～
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〔今月の展覧会より〕

　「これらの絵を描くきっかけは、記号や数字や文字をあまり使っていない、記録の無い、私
の先祖たちを思ってのことです。人類史の最も長い時間についてです。私の先祖たちと語り
あって、そして、そのことを記録しておきたい。こんな妄想で始めたことです。」
 （作者の言葉より）　　
　1955年宮古島生まれの宮川隆は、グラフィックデザインの仕事のかたわら、1993年頃から自
動筆記によるインクドローイングを描きはじめ、祈りを込めながら、日々取り憑かれたように

描き続けてきた。
　「肉体の反応のままに描いてみた」と
いうその作品は、各々に別の宇宙に属す
るという一本一本のラインを際限なく
次々に関係付け、平面に定着するという
アクロバティックな所業である。ひた
すら紙上に引かれたその文字のような線描は、ケオティックだが美
しい無秩序の秩序だ。森羅万象を網羅したかのようなじつに多様な
造形世界を結ぶ宮川の作品は、言い知れぬ不思議さを醸し出してい
る。
　このような景色、形象は、一体どこからやってくるのか!?　何を
意味するのか!?

宮川 隆 作品展
　　　　「日々の祈り」自動筆記ドローイング

と　き／６月21日（金）～７月13日（土）１：00PM～７：00PM
ところ／ギャルリー宮脇（日・月休廊）
　　　　京都市中京区寺町通二条上ル東側　☎075-231-2321

（30×21cm）（28×19cm）

（31×22cm）

　風がうつわの内外をゆったりと吹くように、穏やかな陰影をま
とう。
　岡田優の作品は、ろくろで作った器形をやわらかいうちに手指
で押し、土の重みで自然と生じる面の連なりで、構成されていま
す。作家の過ごす京都・宇治の炭山で、日々目にしてきた山や雲、
植物などをかたどった形には、土地の方々との交流を通して得た、
身近な風景へのあたたかい目線が反映されています。本展では、
白釉の大作と共に、近年取り組んでいる鉄釉による「黒」の作品
も展示します。鉄釉の金属的な光沢は、特徴的な光の反射を生み
出します。「使う方の毎日に、うつわと過ごす少し特別な時間を」
という作家の思いの込められた、日々のうつわや茶陶の品々をご
覧ください。

岡田優（おかだ・まさる）陶歴
1963年　 京都、五条に生まれる　京都府立陶工訓練校　卒業  

京都市立工業試験場陶磁器コース　終了
　　　　宇治炭山、走泥社同人河島浩三氏の下で陶技を学ぶ
1987年　宇治市炭山にて独立、築窯　現在　日本工芸会正会員
《入選》　 日本伝統工芸展、日本陶芸展、菊池ビエンナーレ、茶の

湯の現代―用と形―展、長三賞陶芸展、陶美展、益子陶
芸展、伊丹国際クラフト展、萩大賞展、神戸ビエンナー
レ現代陶芸コンペティション、等

《受賞》
2008年　日本伝統工芸近畿展（日本経済新聞社賞）
2012年　京都美術工芸ビエンナーレ（大賞）
2013年　伝統工芸陶芸部会展（日本工芸会賞）
　　　　神戸ビエンナーレ現代陶芸展（準大賞）
2014年　 光州ビエンナーレ招待出品
2016年　 大阪工芸展  

（美術工芸大賞） 
等

　京都府亀岡市で作陶する真鍋元気。
　幼いころより広大な青空に自由を感じ、青は生きる活力をくれ
る特別な色であると考えていた。現在は空を切り取ったような青
色に魅せられ、空碧（くうへき）と名付けた青の釉薬を用いた作
品を中心に作陶。山々に浮かぶ雲海や果てしない水平線を意識し
た模様が彼のオリジナルの表現だ。
　今回の個展では空碧作品だけでなく、青瓷・黄瓷、そして朝日
をイメージした茜空（せんくう）釉を用いた酒器や花器、抹茶碗
など真鍋元気の世界観を幅広く展開する。

真鍋 元気（まなべ・げんき）
1978　京都生まれ、京都伝統工芸専門校　陶芸コース　修了
　　　清水焼窯元　嘉峰陶苑　勤務（６年）
2007　 京都産業技術研究所工業技術センター陶磁器コース専修科

修了
2008　京都伝統工芸館　初個展（2009年２回目）
2010　清水寺朝日堂ギャラリー「くら」　個展（2012、16、18個展）
2012　京都府・イタリア・トスカーナ州デザイナー招聘事業参加
2013　ルーブル美術館　世界の伝統的工芸品見本市出品
2017　フランス・パリ日本文化会館　出品
【賞歴】
2002　たち吉『京都陶芸の新しい芽』　奨励賞（2003年入選）
2011　国民文化祭・京都　美術展「工芸」　入選
2012　全国現代クラフト展　特選
2013、16、19　日本伝統工芸近畿展　入選

真鍋 元気 陶展 ―空碧― 岡田 優 陶展 ―山に風、白く―
と　き／７月５日（金）～７月17日（水）９：30AM～５：00PM

ところ／京都陶磁器会館（木曜休館）　京都東山区東山五条上ル　☎075-541-1102
と　き／７月19日（金）～７月31日（水）９：30AM～５：00PM
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〔今月の展覧会より〕

　平成24年より開催している「祇園祭によせて…扇子展」
を、今年もアートスペースMEISEIにて開催します。
　祇園祭、屏風祭の開催に合わせて、おもに京都を活
動・発信の拠点とする日本画家と京都の地で扇子の制作
を行う扇子絵師による、一点ものの扇子を展示する「扇
子祭」を開催します。九寸五分の作品的要素の強い「飾
り扇子」を中心に、日常使いの「あおぎ扇子」など、ま
た各作家のサムホールサイズの本画なども併せて展示い
たします。
　ぜひご高覧下さい。

出展作家
足立正平　　池上真紀　池田亮太　井上美紀　
伊藤なおみ　正垣雅子　小島久実　権　美愛　
田住真之介　田村隆広　高　資 　丹羽優太　
藤原裕之　　松平莉奈

　秦テルヲ（1887-1945）は、キリスト教社会主義に共鳴
して明治末期頃の洛中洛外や神戸の貧民窟を題材に描いて 
漂泊、やがて東京の吉原で娼婦らと暮らして底辺に蠢く人
間像を描いた。悪魔的退廃的な初期の画風にはそれでも真 
実を希求する純な精神性が吐露されており、中井宗太郎ら
気鋭の美学者や紫峰、波光や華岳ら画友たちの共鳴を得
た。1920（大正９）年長男の誕生を機に心機一転、「思想
転化、否定を肯定」、翌年12月に東京を引き払い京都府相
楽郡加茂村の瓶原（みかのはら）の山村に移住した。農耕
生活をしながら仏教美術を研究。母子像や瓶原の風景を 

描き、やがて独自の
スタイルによる仏画
を描くようになる。
　本展では、大正末期頃から昭和初期頃にかけてテルヲが描いた仏画のうち、最も
個性的な「三尊仏」を特集します。現在「没後80年・村上華岳」の後期展示が京近
美４F（８/４まで）、また堂本印象美術館では「堂本印象〈ほとけを描く・ほとけ
を愛でる〉」展（９/23まで）が開催中です。この機会に両巨匠の描いた仏画と異色
画家テルヲの仏画を見比べていただきたいものです。今回は、4組の「三尊仏」大作 
（軸装３組と額装１組）に加え、小品の三尊仏（額装と軸装５点）を一堂に展観し
てみることにしました。テルヲ仏画が醸し出す異空間をぜひお楽しみ下さい。なお
全作を即売いたします。

異端の日本画家が求道の最終境地に描いた仏画を特集

秦 テルヲの「三尊仏」

第８回 祇園祭によせて扇子展…

と　き／７月２日（火）～７月27日（土）10：30AM～６：00PM
ところ／星野画廊（毎月曜と７/14休廊）
　　　　京都市東山区神宮道三条上ル　☎075-771-3670

と　き／７月９日（火）～７月18日（木）11：00AM～６：00PM
ところ／アートスペースMEISEI（最終日は５：00PMまで）
　　　　京都市中京区寺町通竹屋町上ル行願寺門前町３　☎075-744-0122

「秦テルヲ「釈迦三尊図」　1940（昭和15）年頃
131.0×30.5cm（各）の部分

紙本に黒チョーク

秦テルヲ「恵まれしもの」
1923（大正12）年頃

寒冷紗に彩色　46.0 x 57.5 cm

2019　DM画像
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

企 カ ギ ム ラ 画 廊
中京区河原町四条上ル東入　221-2996

企 画 廊 え ん じ ゅ
東山区三条通古川町東入ル　050-3557-1723

企 画 廊 き よ み ず
東山区清水五条坂　525-2062

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

貸 企 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212-9793

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 梧 桐
左京区岡崎南御所町40　090-7849-6944

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

企 貸 ギャラリーかもがわ
上京区堀川出水西入　432-3558

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

企 G a l l e r y  G - 7 7
小川通丸太町下ル　090-9419-2326

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

企 貸 ギ ャ ラ リ ー K
中京区寺町二条下ル西側　255-7518

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771-1011

1F

2F

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ぎゃらりぃ思文閣
東山区古門前大和大路東入　761-0001

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

貸 ギ ャ ラ リ ー 象 鯨
中京区姉小路柳馬場東　253-0738

企 貸 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774-27-1733

貸 ギャラリー Little House
下京区室町四条下ル　090-9977-1559

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

貸 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090-7095-0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 中 井
中京区木屋町三条上ル　211-1253

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  
 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。

→8/4

→8/18

→8/11

→8/4

→8/4

→8/4

→8/19

小島悠司など日本画・洋画常設展

貸画廊受付中

貸画廊受付中

日本画常設展 
（日祝休廊）

洋服とアクセサリー 
廣瀬光美

祇園祭に関係した屏風絵展・資料展

貸ギャラリー受付中

祇園祭 先祭展 松本祐佳 祇園祭 後祭展 松本祐佳

貸ギャラリー受付中
第34回 
反核・平和
の小品展

色束＆
teshigoto 
二人展

同志社大スケッチクラブOB 
S38年卒第13回同期７人

スケッチ展

第20回京都
芸術研究舎 
作品展

真壁 悠 作品展 
calorful

貸ギャラリー受付中

常設展 
（月曜休廊）

瀬島 匠展（洋画） 
（月曜休廊）

夏季
休廊

ギャラリーコレクション展示中 
（火曜～土曜：14：30～19：00）

常設展

渡辺信明 展（月曜休廊） 堂東 由佳 展（月曜休廊） 八島
徳朗 
展

（月曜休廊）城 愛音 展 行 千草 展 篠原 涼子 展（月曜休廊）

菱本光一郎展（平面） 
（祇園祭によせて）

第14回 現代アートうちわ展（松谷武判 他）

夏を彩る創作展（８日（月）及び15日（月）は定休日） 
（アクセサリー ガラス 版画 油彩画 陶器 他）

moRi造形アトリエ展
（ガムテープ人形他 子供たちの作品） 

（29日（月）は定休日）

由井 武人展 
「エコラリアス」（絵画）

「中性になって飽和する」中澤ふくみ 
個展（アニメーションと平面作品） 稲垣 有惟展

（立体作品）
スプラウト展
（グループ展）

Leaves展 
（グループ展）佐藤雄飛 展「心象風景のバスルーム」

（版画）

日本画・洋画・古書画常設展

貸ギャラリー受付中

絵画
教室

絵画
教室

aica 松山あい
ハンドメイド
ジュエリー

自然美…美瑛…この一瞬 
隆崎 隆

絵画
教室

水墨
画教
室

絵画
教室

近代絵画常設展示

夏季休廊

根之木 正明展 
（月曜休廊）

あすなろ（20周年） 夏季休廊

白崎信子 ガラス作品展

Kason Craft
革・染・浴衣
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231-3702

1F

2F

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221-0117

3F

4F

5F

貸 ギャラリーみすや
中京区三条河原町西入　211-5997

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 ギャラリー洛中洛外
山科区清水焼団地内　595-5450

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

企 現 代 美 術　 艸 居
東山区門前大和大路東入　746-4456

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　253-1509

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐㊊ 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

貸 企 京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」

1F
「雪」

2F
「花」

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541-1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 貸 ポルタギャラリー華
下京区京都駅前地下街　365-7533

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

企 松 本 松 栄 堂
中京区寺町夷川上ル　212-0626

企 村 田 画 廊
左京区松ヶ崎泉川町18-4　703-8960

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）
〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
http://www.kyoto-art.net/

→8/4
→8/4

→8/18

→8/4

「第26回 心に響く小品展」
安野光雅他 140人の作家の
平面・立体の小品

京都二紀小品展 
生駒泰充・日下部直起 

他

2019京都銅版画協会 
ミニアチュール展 ヒカエメの群れ 

川村夏子・堀内航 展
（油彩・インスタレーション）

橋本哲史 
展

特別展示 
大内冨佐子・森田道子

松村綾香 
展

日本画常設展

扇田克也（ドローイング） Hwang Dal Senug 金 テイン（彫刻） 野田 涼美 
（染織）パク・ヒョンゴン（立体）

いずい（写真） 京芸染織

貸ギャラリー受付中

暑中お見舞い申し上げます展（月曜休廊）
小林孝子－やまぶどう等の籠　TUIIa－インドのストール・洋服　ISHIDASEIBOU－ストローハット

陶芸作品の常設展示

常設展示

常設展 
（水曜日他 定休日）

宮川隆作品展「日々の祈り」 
自動筆記ドローイング（日・月休）

常設展（工芸品、絵画、陶芸など）

MINGEY NOW 「質感」（日・月休廊）
稲葉周子・打田翠・高橋奈巳

貸ギャラリー受付中

ジェン・ボー「Dao is in Weeds」 
11：00～19：00（月曜休館）

FOCUS #2　マルコス・フォレロ展
－repeated trace－

番組小学校の軌跡－京都の復興と教育・学区－「その１　始動」 
（水曜休館）

amu design 18期
写真展「ohaco」

清永安雄 
出版記念写真展 常設展

KYOTO FOTO SHOP展
井上路久 陶展
～青東風にむかって～
（木曜休館）

山下裕美子 磁器展 石のかたち －fossil scene－
（木曜休館） 赤雲窯 展（木曜休館）

加藤和宏 創陶展
－作る・造る・創る－
（木曜休館）

真鍋元気 陶展 －空碧－（木曜休館） 岡田 優 陶展－山の風、白く－（木曜休館）

三木 充代　三人展 洛彩 グループ展 高倉小学校 
写真展

改装中のため休廊

貸画廊受付中

常設展 原崇浩展「凝視の先に在るもの」 
（会期中無休） 常設展

常設展

日本画・洋画常設展（日・祝祭日休廊日）

悠画会日本画展 美・手技の世界展 水島 太郎の世界展

異端の日本画家が求道の最終境地に描いた仏画を大特集 
秦テルヲの「三尊仏」毎月曜と７/14休廊）

新・古書画常設展

日本画常設展


